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日
野
町
下
榎
に
あ
る 
長
楽 
寺

ち
ょ
う
ら
く

（
八
谷
天
佑
住
職
）
に
は
、
国
内

で
も
指
折
り
の
傑
作
と
も
い
わ
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
仏
像
５
体
が
、
そ
の
す
ば
ら

し
い
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

薬
師
三
尊
（ 
薬
師
如
来 
、 
日
光 
、

や
く
し
に
ょ
ら
い 

に
っ
こ
う

 
月
光
菩
薩 
）
と 
毘
沙
門
天 
（
以
上

が
っ
こ
う
ぼ
さ
つ 

び
し
ゃ
も
ん
て
ん

は
大
正
９
年
に
指
定
）、 
不
動
明 

ふ
ど
う
み
ょ
う

 
王 （
昭
和　

年
に
指
定
）の
５
体
で
、

お
う
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い
ず
れ
も
平
安
朝
の
作
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
薬
師
三
尊
は
、
全
国

に
現
存
す
る
代
表
的
な
も
の
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
端
正
な
面

立
ち
、
美
し
い
姿
が
特
徴
。
病
気

や
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毘
沙
門
天
は
、
全
国
で
も
指
折

り
の
傑
作
。
左
手
に
宝
塔
を
さ
さ

げ
、
足
元
に
邪
鬼
を
踏
ん
で
い
る

姿
は
、
実
に
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

大
黒
天
と
同
様
に
、
福
徳
を
授
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
動
明
王
は
、
刀
法
に
迫
力
が

あ
っ
て
、
内
に
怒
り
が
こ
も
り
、

見
事
な
作
り
で
す
。
開
運
を
授
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頭
に 
干
支 
を
乗
せ
て
い
る
の
が

え
と

特
徴
で
、
薬
師
を
守
護
、
人
々
を

守
り
徳
を
授
け
る
神
と
い
わ
れ
る

十
二
神
将
像
（
町
文
化
財
指
定
）

も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
像
は
、
本
堂
隣
り
の
収
蔵
庫

の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
連

絡
す
れ
ば
拝
観
も
で
き
ま
す
。
年

間
を
通
し
て
、
東
京
な
ど
関
東
地

方
、
岡
山
、
広
島
な
ど
中
国
地
方
、

福
岡
県
な
ど
九
州
地
方
か
ら
参
拝

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
本
堂
天
井
は
、 
格 
天

ご
う

井
に
な
っ
て
お
り
、
備
後
国
（
広

島
県
）
の
狩
野
派
絵
師
、 
法
橋
索 

ほ
う
き
ょ
う
さ
く

 
準 
の
筆
に
よ
る
１
１
６
枚
の
花
鳥

じ
ゅ
ん

　

町
内
に
は
、
す
ぐ
れ
た
史
跡
、
文
化
財
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

中
で
も 
長
楽 
寺
（
下
榎
）
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ち
ょ
う
ら
く

薬
師
三
尊
（ 
薬
師
如
来 
、 
日
光 
、 
月
光
菩
薩 
）、 
毘
沙
門
天 
、 
不
動
明
王 

や
く
し
に
ょ
ら
い 

に
っ
こ
う 

が
っ
こ
う
ぼ
さ
つ 

び
し
ゃ
も
ん
て
ん 

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

の
仏
像
５
体
が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
拝
観
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
薬
師
三
尊
は
、
奈
良
の
薬
師
寺
や
法
隆
寺
と
並
び
、
現
存
す

る
代
表
的
な
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（がっこうぼさつ）

不動明王（ふどうみょうおう）

来年の干支（えと）酉神（とり）

迷企羅大将（めきら）
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（
オ
シ
ド
リ
の
絵
も
あ
り
ま
す
）

の
絵
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
安
期
の
唐
草
鏡
、 
宋
銭 

そ
う
せ
ん

も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
は
、
国
道
１
８
０
号
か

ら
下
榎
橋
を
渡
り
、
鵜
の
池
へ
と

続
く
道
を
上
が
っ
て
約
３
㌔
。
標

高
３
４
０
㍍
の
山
腹
に
あ
り
、
伯

耆
霊
場　

か
所
の
第
９
番
の
札
所

33

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日光菩薩（にっこうぼさつ）

（びしゃもんてん） 薬師如来（やくしにょらい）

薬
師
如
来

　

薬
師
三
尊
の
本
尊
。
端
正
な
面
立
ち

で
姿
が
美
し
く
、
日
本
で
も
代
表
的
な

も
の
に
あ
げ
ら
れ
る
。
木
彫
で
高
１
・

３

㍍

の
座
像
。
病
気
や
悩
み
を
救
う

と
い
わ
れ
る
。

　

薬
師
三
尊
の
脇
侍
。
薬
師
如
来
と
一

連
の
作
風
。
如
来
の
隣
（
日
光
は
左
、

月
光
は
右
）
に
立
つ
。
木
彫
り
で
高
さ

１
・
７
㍍
の
立
像
。
日
光
は
昼
間
、
月

光
は
夜
間
に
人
々
を
救
う
と
い
わ
れ
る
。

　

国
の
毘
沙
門
天
の
中
で
も
傑
作
と
い

わ
れ
る
。
木
彫
り
で
高
さ
１
・
４
㍍
の

立
像
。
福
徳
を
授
け
る
と
い
わ
れ
る
。

　

お
と
な
し
く
は
あ
る
が
、
内
に
怒
り

が
こ
も
り
、
見
事
な
作
り
。
木
彫
り
で

高
さ
１
・
６
㍍
の
立
像
。
開
運
を
授
け

る
と
い
わ
れ
る
。


